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研究成果の概要（和文）：本研究では、地域住民の認知症のある人（認知症当事者）への肯定的な態度を醸成す
るバーチャルリアリティー技術を活用した教育プログラムを開発し、その効果を検証した。認知症当事者が経験
する生活上の困難や周囲の人との関係性の特徴を記述し、認知症のある人を深く理解できるような教育プログラ
ムを開発した。プログラムの実施前後、実施3か月後に参加者への自記式質問紙調査を実施し、プログラムの評
価を行った。地域住民の認知症のある人に対する態度や援助行動意図はプログラム実施後に有意に改善し、実施
3か月後にも効果が維持されていた。今後、地域の様々な対象に認知症教育を普及して実装していくことが今後
の課題である。

研究成果の概要（英文）：This study developed an educational program using virtual reality technology
 to foster a positive attitude towards persons living with dementia (PLWD) among community members. 
The program aimed to provide a deeper understanding of the difficulties experienced by PLWD in their
 daily lives and the characteristics of their relationships with those around them. A 
self-administered questionnaire survey was conducted before and after the program’s implementation,
 as well as three months later, to evaluate its effectiveness. Results showed that community 
members’ attitudes towards PLWD and their intention to help improved significantly after the 
program’s implementation, and these effects were maintained after three months. Further work is 
needed to disseminate and implement dementia education for various targets within the community.

研究分野：高齢者看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、VRによる認知症のある人の一人称体験を通して、認知症のある人が経験する困難や周囲の人の
対応をより深く理解し、自分自身の支援について考える認知症教育プログラムが開発された。このプログラムに
より参加者の認知症のある人への態度と援助行動意図の改善に効果があることが、高いエビデンスレベルの研究
デザインにより示された。今後、このプログラムを地域の認知症啓発に実装することで、認知症にやさしいまち
（Dementia-friendly Community）づくりに大きく貢献できると期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
本邦で認知症のある人（認知症当事者）は増加傾向にあり、認知症当事者とその家族が住み慣
れた地域で安心して生活し続けることができる「認知症にやさしい地域(dementia friendly 
community: DFC)」の構築が進められている。2018 年に「認知症施策大綱」1)が策定され、そ
の柱の一つに「普及啓発・本人発信支援」が掲げられている。 
 2005年開始の「認知症サポーター養成講座」では、認知症の正しい知識の習得と地域で認知
症当事者への手助けを行うことを目的として、一般市民を対象に講義形式での認知症教育が行
われている。しかし、本講座は座学形式であるために受講者が主体的な学習を行うことが難しく、
実際の支援行動の生起に繋がりにくい課題があると指摘されていた 2)。 
 近年、医療・介護分野でバーチャルリアリティー(Virtual Reality: VR)技術を活用した教育が
注目されている。VRにより、仮想空間上で自分と異なる他者の感覚を体験でき、疾病のある当
事者への共感性向上や支援行動改善に効果的だと報告されている 3)。本邦の一般住民を対象とし
た VR を活用した認知症教育が、一般市民の認知症当事者への態度や援助行動意図に与える影
響は明らかではなかった。さらに、学習者のアクティブラーニングを促進するような、VR体験
や映像教材の鑑賞、講義、ディスカッションを複合的に組み込んだ認知症教育プログラムを開発
し、その教育効果を評価することが必要と考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
地域住民を対象とした、VR を使用した認知症教育プログラムが、認知症のある人への態度、
援助行動意図、知識に与える影響を明らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、東京都内 1 自治体において実施した。研究デザインはランダム化比較試験を用い
た。インストラクショナルデザインの原則に基づき、認知症の正しい理解と認知症当事者への態
度の改善、アクティブラーニングの促進を狙いとして教育プログラムを開発した。その後に開発
したプログラムの評価を行った。 
 
(1) プログラム開発 
 認知症当事者やその家族へのインタビュー調査を実施し、地域生活の上での困り事や周囲の
人の援助行動により助かった経験を記述し、その特徴を整理し、VR映像のシナリオに組み込ん
だ。 
 東京都内一自治体の地域包括支援センターや公共施設で教育プログラムの VR 映像やドラマ
映像教材の撮影を行った。 
 アクティブラーニングの促進を目的として、VR 体験、ドラマ映像鑑賞、講義の他に、VR 体
験の感想や認知症当事者への実際の支援方法について話し合うディスカッションやシミュレー
ションを含めた教育プログラムの構成を立案した。 
 地域住民を対象としたプログラム評価を実施する前に、自治体の医療・介護専門職に対してプ
ログラム評価を依頼し、教育プログラムの洗練を行った。 
 
(2) プログラム評価 
東京都内一自治体で行った、認知症サポーター養成講座の中で認知症 VR 教育プログラムを
実施し、参加者の認知症のある人に対する態度や援助行動意図の変化等により、プログラムの効
果を評価した。 
 
 
４．研究成果 
 

(1) 認知症当事者の生活を体験できる認知症 VR教育プログラムの開発 
 今回 5つの要素から構成される認知症 VR教育プログラムを開発した。 
① シミュレーションゲーム 
② ドラマ鑑賞 



③ VR体験 
④ 講義 
⑤ ディスカッション 

 
 ②の「ドラマ鑑賞」では、当事者へのインタビュー

調査を基に、認知症症状に付随する日常生活での困り

事の特徴や周囲の対応で傷ついたエピソードや周り

の人に助けられたエピソードを聴取し、脚本を構想す

る上での材料とした。ドラマ映像には、当事者のライ

フヒストリーや嗜好、価値観、周囲の人との関係性を含めたストーリーを考案した。 
 
 ③の「VR体験」では、②のドラマとストーリーを連動させ、認知症当事者の困り事や周囲の
対応で特徴的な 5場面を抜粋した VR映像を作成した。また、VR映像は望ましい対応バージョ

ンと望ましくない対応バージョンの 2 通りを作
成した。両者の対応を比較することで、認知症当

事者の視点で適切なコミュニケーションを感覚

的に体験できるようにした。 
 
 
 

 
 
(2) 認知症 VR教育プログラムの評価 
 2022 年 8 月～2023 年 3 月の期間に実施し
た計 9回のプログラムの参加者 120 名より、
質問紙への回答が得られた。 
 
① 対象者の属性 
 調査対象者 (n=120)は、女性が
71%、平均年齢 64歳であった。認知
症のある人と関わった経験がある人

は 41%、高齢者への支援経験がある
人は 65%であった(表 1)。 
 
② 認知症のある人への態度の変化

(図 1) 
「認知症の人への態度尺度」(金、2010)の得点の変化量(n=120)は、有意差は見られなかったが、
介入群の方が肯定的な変化が見られた(平均 3.7 vs. 2.6, p=0.162, g=0.26)。介入群における受講
前・受講直後・受講 3 か月後の得点変化を比較したところ、受講 3 か月後にも点数が有意に改
善していた(平均 40.0 vs. 44.1 vs. 43.3, p<0.001)。 
 
③ 認知症のある人に対する援助行動意図の変化(図 2) 
認知症のある人に対する援助行動意図(Matsumoto, et al., 2022)の得点の変化量(n=120)は、介
入群の方が有意な肯定的な変化が見られた(平均 2.3vs1.1, p<0.001, g=0.49)。介入群における受
講前・受講直後・受講 3 か月後の得点変化を比較したところ、受講 3 か月後にも点数が有意に
改善していた(平均 11.6 vs. 13.8 vs. 12.9, p=0.001)。 

表1 対象者属性 n =120
Mean±SD/n (%)

 年齢 63.9 ± 13.6
 性別 女性 92 (70.8)
 認知症のある人との関わり あり 51 (40.5)
 高齢者への支援経験 あり 84 (65.1)



 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 認知症のある人への態度の変化         図 2. 援助行動意図の変化 
 
(3) 今後の課題 
 本研究では、一般住民を対象とした VR を用いた認知症教育プログラムの開発・評価を行っ
た。今回は認知症 VR教育プログラム全体を評価しており、VR体験やドラマ鑑賞など個々の要
素の介入効果は明らかではない。また、今回の参加者の平均年齢は 60 代と比較的高齢であり、
今後認知症にやさしい地域作りを推進していくために、若年層をはじめ、他の年代・職種でも効

果的な認知症教育プログラムを普及していく必要がある。 
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